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私
の
「
現
代
語
」
教
科
書

〜〔
言
語
事
項
〕に
留
意
し
た「
表
現
」授
業
〜

●
群
馬
県
立
沼
田
女
子
高
等
学
校
教
諭

野
村
耕
一
郎
（
の
む
ら
・
こ
う
い
ち
ろ
う
）

●
「
現
代
語
」
か
ら
受
け
継
が
れ
る
べ
き
も
の

　
「
現
代
語
」
は
、
こ
の
三
月
ま
で
細
々
と
な
が
ら
も
全
国
の
高

等
学
校
で
開
設
さ
れ
て
い
た
。「
ま
だ
そ
ん
な
科
目
が
残
っ
て
い

た
の
か
」
と
感
じ
る
先
生
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。
実
際
、「
現

代
語
」
の
学
校
現
場
で
の
開
設
状
況
は
、
当
初
か
ら
惨
憺
た
る
も

の
で
あ
っ
た
（
＊
１
）。
し
か
し
、「
現
代
語
」
の
目
指
し
た
も
の
、

指
導
内
容
に
は
、
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

　

第
一
に
、「
現
代
語
」
は
、
革
新
の
精
神
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

た
。
科
目
新
設
の
構
想
段
階
か
ら
、「
現
代
語
」
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
が
あ
っ
た
と
き
く
（
＊
２
）
が
、
最
終
的
に
「
「
国
語
Ⅰ
」

の
〔
言
語
事
項
〕
を
補
充
、
深
化
、
発
展
さ
せ
る
」（
平
成
元
年

版
学
習
指
導
要
領
）と
い
う
明
確
な
性
格
付
け
が
な
さ
れ
た
。〔
言

語
事
項
〕
の
内
容
は
、
従
来
、
教
科
書
に
お
い
て
は
コ
ラ
ム
の
よ

う
に
扱
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
授
業
に
お
い
て
も
、
や
や

も
す
る
と
、
常
用
漢
字
の
読
み
書
き
、
文
法
と
い
っ
た
指
導
内
容

に
偏
り
が
ち
な
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
現
代
語
」

か
ら
は
、
そ
ん
な
〔
言
語
事
項
〕
の
扱
わ
れ
方
の
状
況
を
、
正
面

か
ら
変
え
て
ゆ
こ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

学
習
指
導
要
領
を
う
け
て
教
科
書
が
編
集
さ
れ
る
段
階
で
も
、
そ

の
精
神
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
ら
れ
た
（
＊
３
）。

　

第
二
に
、「
現
代
語
」
は
、
世
界
の
中
の
日
本
語
と
い
う
視
点

に
貫
か
れ
て
い
た
。
平
成
元
年
版
学
習
指
導
要
領
が
練
り
上
げ
ら

れ
て
ゆ
く
時
期
は
、
日
本
が
好
景
気
に
わ
い
た
時
期
に
重
な
る
。

経
済
的
繁
栄
を
背
景
に
、「
日
本
語
は
ま
す
ま
す
世
界
的
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
に
違
い
な
い
」と
い
っ
た
意
見
が
多
く
語
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
日
あ
る
よ
う
に
景
気
が
低
迷
す
る
や
、
う
っ
て
か

わ
っ
て「
小
学
校
か
ら
英
語
教
育
を
」と
い
う
話
題
が
中
心
と
な
る
。

世
間
的
な
〈
気
分
〉
と
し
て
は
そ
れ
で
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
国
語
教
育
は
、〈
気
分
〉
を
く
み
と
り
つ
つ
も
、〈
気
分
〉
に

左
右
さ
れ
て
ふ
ら
つ
い
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ
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れ
か
ら
こ
そ
、
世
界
の
言
語
状
況
の
な
か
で
、
冷
静
か
つ
客
観
的

に
日
本
語
を
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
幸
い
に

し
て
、
現
行
学
習
指
導
要
領
で
も
、
特
に
「
国
語
表
現
Ⅰ
・
Ⅱ
」

に
そ
の
視
点
は
受
け
継
が
れ
て
い
る
。●

私
の
「
現
代
語
」
教
科
書

　

筆
者
は
、前
任
校
の
群
馬
県
立
新
田
暁
高
等
学
校
で「
現
代
語
」

を
担
当
し
た
。
授
業
で
は
、
右
で
述
べ
た
「
現
代
語
」
の
精
神
・

視
点
を
大
切
に
し
て
、
年
間
の
指
導
を
展
開
し
た
。
前
任
校
は
総

合
学
科
高
校
で
あ
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
進
路
に
あ
っ

た
科
目
を
自
ら
選
び
、
時
間
割
を
作
成
す
る
。
平
成
十
六
年
度
に

こ
の
授
業
を
履
修
し
た
生
徒
は
、
三
年
次
生
徒
十
四
名
（
男
子
四

名
、
女
子
十
名
）
で
あ
っ
た
。
希
望
進
路
は
、
進
学
・
就
職
で
ち
ょ

う
ど
半
々
で
あ
る
。（
選
択
授
業
で
あ
る
た
め
、
年
に
よ
っ
て
受

講
生
徒
の
人
数
・
希
望
進
路
等
は
一
定
で
は
な
か
っ
た
。）
時
間

割
編
成
の
都
合
か
ら
、「
現
代
語
」（
二
単
位
）
の
授
業
は
週
に
一

回
、
二
時
限
続
き
で
行
っ
た
。

　

年
間
の
授
業
展
開
を
、
教
科
書
の
目
次
風
に
ま
と
め
て
下
に
掲

げ
る
。（
「　

」
を
つ
け
た
教
材
は
、
使
用
し
た
教
科
書
『
高
等

学
校　

現
代
語
』（
角
川
書
店
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。）

１　

現
代
語
入
門

　
　

・
日
本
語
の
表
記

　
　

・
日
本
語
で
用
い
る
符
号
と
句
読
点

　
　

・
日
本
語
の
音
節

２　

和
語
・
漢
語
・
外
来
語

　
　

・「
外
来
語
」（
多
田　

道
太
郎
）

　
　

・
漢
字
の
音

　
　

・
漢
語
の
組
み
立
て

３　

言
葉
と
社
会

　
　

・「
よ
ろ
し
く
」（
森
本　

哲
郎
）

　
　

・
苦
情　

言
う
と
き
言
わ
れ
る
と
き

　
　

・
中
学
生
に
対
し
て
敬
語
を
使
う
と
き

４　

話
し
言
葉

　
　

・「
話
し
言
葉
の
特
徴
」（
畠　

弘
巳
）

　
　

・
方
言
発
見

　
　

・「
標
準
語
の
成
り
立
ち
」（
上
村　

幸
雄
）

５　

世
界
の
中
の
日
本
語

　
　

・「
翻
訳
は
可
能
か
」（
千
野　

栄
一
）

　
　

・「
日
本
語
が
国
際
語
に
な
る
に
は
」（
ア
ン
ト
ニ
オ
・

　
　
　
　
　

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
）
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●
授
業
の
実
際

　

筆
者
が
特
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
の
は
、
３
・
４
章
で
あ
る
。
紙

幅
の
関
係
か
ら
、
こ
こ
で
は
、「
苦
情
」
を
取
り
上
げ
た
授
業
に

つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　

わ
れ
わ
れ
の
言
語
生
活
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
言
葉
は
、

必
ず
し
も
和
や
か
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
常
に
和
や
か

な
関
係
が
結
べ
る
言
葉
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
国
語
表
現
」
で
手
紙
の
書
き
方
、
電
話
の
か
け
方
、

話
し
合
い
の
し
か
た
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
苦
情
」
の
授
業
は
、
言
葉
を
み
す
え
、
そ
の
先
へ
も
う
一
歩
踏

み
こ
ん
だ
試
み
で
あ
る
。

　

授
業
は
二
時
限
連
続
一
回
の
完
結
と
し
た
。
新
聞
記
事
（
＊
４
）

を
も
と
に
、
①
記
事
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
苦
情
の
受
け
方
、
苦
情

の
言
い
方
を
整
理
し
、
そ
れ
を
も
と
に
、
②
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
る
と
き
に
い
や
な
苦
情
の
言
わ
れ
方
は
ど
ん
な
も
の
か
、
自
分

な
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
苦
情
を
言
う
か
を
考
え
さ
せ
た
。
現
代
の
高

校
生
が「
苦
情
」に
身
近
な
位
置
に
い
る
こ
と
は
予
想
以
上
で
あ
っ

た
。
社
会
全
体
を
見
回
す
と
、
捨
て
ぜ
り
ふ
、
は
ぐ
ら
か
し
、
意

図
的
な
意
味
不
明
発
言
等
、
不
愉
快
な
言
葉
が
は
び
こ
っ
て
い
る
。

授
業
を
通
し
て
、
不
愉
快
な
気
持
ち
を
和
や
か
に
相
手
に
伝
え
る

術
を
、
わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

今
後
も
、筆
者
は
〔
言
語
事
項
〕
に
つ
い
て
「
国
語
総
合
」「
国

語
表
現
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の
授
業
等
で
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
て
ゆ
け
た

ら
と
考
え
て
い
る
。
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

﹇
参
考
文
献
﹈

＊
１　
「
グ
ラ
フ
で
見
る
学
校
現
場
の「
現
代
語
」」（「
日
本
語
学
」

　
　
　

一
九
九
七
・
五
月
号
、
明
治
書
院
）

＊
２　
「
旗
手
的
役
割
を
担
っ
た
「
現
代
語
」
の
命
運
」（
大
平
浩

　
　
　

哉
『
国
語
教
育
改
革
論
』
一
九
九
七
、
愛
育
社
）

＊
３　

た
と
え
ば
、
野
元
菊
雄
ほ
か
編
『
現
代
語
』
教
科
書
（
一

　
　
　

九
九
四
、
三
省
堂
）。

＊
４　
「
朝
日
新
聞
」
二
〇
〇
二
・
十
一
・
二
「
お
作
法　

不
作
法
」

　
　
　

に
掲
載
。

　

本
稿
は
、
二
〇
〇
五
年
一
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
早
稲
田

大
学
国
語
教
育
学
会
研
究
会
「
国
語
教
育
史
と
実
践
に
学
ぶ
会
」

に
お
け
る
口
頭
発
表
の
内
容
を
、
参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見

を
ふ
ま
え
て
改
訂
・
縮
約
し
た
も
の
で
あ
る
。




